
【５】孤独・孤立対策について 

○わたなべ拓委員 さて次、一問飛ばしまして、最近は大変残念なことに通り魔的な犯行が起こし

ておりますけども、児童生徒ら守るためにですね、「見せる警備」による犯罪抑止を講じるべきと

考えます。通学路などにおける「見せる警備」の拡充を要すると考えますが、県警の所見を伺いま

す。 

○原幸太郎警察本部長 通報通学路等における子供の安全確保対策として、見せる警戒活動の拡充

は極めて重要だと認識をしております。県警察では、制服警察官やパトロールカーによる登下校時、

時間帯や、街頭活動時における危険か所へのパトロールなど、重点的な警戒活動を実施しておりま

す。今後も、通学路等における子供の安全確保対策については、不審者情報等に関する防犯情報の

発信や、関係機関団体と連携をあわせて図り、見せる警戒活動を含め、より一層総合的な対策を推

進してまいります。 

○わたなべ拓委員 ちょっと一問前後したんですけども、仙台市立八木山中学校生徒襲撃事件など

ですね、いわゆる「無敵な人」等による通り魔的な加害事件、絶望した方々ですね。そういう方々

による加害事件、拡大自殺等々が相次いで発生しております。加害者の多くは就職氷河期世代の中

年であると。本県では、就職氷河期世代を対象とした期限の定めのない職員採用を実施しておりま

して、これは村井知事の英断と敬意を表します。これ、東北地方で一番早かったです。令和三年度

の採用実績は十八名ということでここには五十歳の方も含まれるそうであります。 

  
 

自暴自棄の人が生まれる背景には失業やワーキンプアなど経済的な貧困、より本質的には孤独、

孤立の問題があるわけであります。高齢者の孤独・孤立の問題は課題として認識され、一定程度対

策もされておりますけども、我が国も、世界で二番目に担当大臣を置いて対策を進めるものの、中

年層の孤独・孤立に対する社会的なセーフティーネットは未整備というのが現状であります。本県

の中年層の孤独孤立関連の施策について伺います。 

○伊藤哲也保健福祉部長 生活困窮者、ひきこもり、いじめ虐待など様々な理由により、社会的に

苦しくしてる方への支援に取り組んでいるところであります。お話の中年層については、家庭や社

会を支える年代であることからも、生きづらさや孤立を感じることのない社会であることが重要で

あると考えております。現在、県や市町村では、自立相談支援センターにおける生活困窮等の相談

対応、みやぎジョブカフェによる就職支援、ひきこもり地域支援センターでの相談対応や、家族教

室、地震対策支援センター、推進センターによる相談対応などの体制を設けております。国では、

孤独孤立対策の重点計画を定め、今後の事業展開を検討していることから、県としても、実情を踏

まえた対策を検討してまいりたいと考えております。 
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